


6/15（金） 受付9:00～ 6/16（土） 受付8:30～ 6/17（日） 受付8:30～

 9:30-15:30
 •基調講演　 •行政報告　 •式典
 •支部推薦演題（看護研究発表）
 •一般演題A
（実践報告、業務改善報告）
 •一般演題B
 （ワークショップ、交流セミナー）
 •アール・ブリュット＆アート写真展
 •ランチョンセミナー
 16:10-
 •総会 　 
 •懇親会（別会場）

 9:00-17:05
 •教育セミナー　 •教育シンポジウム　
 •管理者セミナー
 •支部推薦演題（看護研究発表）
 •一般演題A
 （実践報告、業務改善報告）
 •一般演題B
 （ワークショップ、交流セミナー）
 •アール・ブリュット＆アート写真展
 •映画上映会
 •ランチョンセミナー

 9:00-12:30
 •シンポジウム　
 •支部推薦演題（看護研究発表）
 •一般演題A
 （実践報告、業務改善報告）
 •一般演題B
 （ワークショップ、交流セミナー）
 •アール・ブリュット＆アート写真展

※プログラムや時間等は一部変更することがあります

学術集会主題 精神科看護の創造と継承

［基調講演］

 ◎講師  
 吉浜文洋　
  佛教大学保健医療技術学部看護学科 教授
  一般社団法人日本精神科看護協会 業務執行理事

仲野 栄
日本精神科看護協会 
業務執行理事

加藤由香
医療法人小憩会 ACT-ひふみ／
精神科認定看護師

池田成幸
社会医療法人杏嶺会上林記念病院 
看護部長／日本精神科看護協会 
愛知県支部長

 ◎座長

 ◎指定討論

［シンポジウム］

◎シンポジスト
眞鍋信一
社会医療法人北斗会さわ病院 
看護部長／日本精神科看護協会 
教育認定委員

末安民生
岩手医科大学看護学部
地域包括ケア講座 教授／
日本精神科看護協会 会長

岡本眞知子
医療法人治久会もみのき病院 
看護部長

［いろいろなプログラム］

参加費    〈事前申込受付〉会員＝12,960円（税込）非会員＝23,760円（税込）
　　　　  〈当日申込受付〉会員＝15, 1 20円（税込）非会員＝25,920円（税込）
　　　　　  ※懇親会の参加費は別料金となります。6,500円（税込）　会場：名古屋国際ホテル

お申し込み方法    ①インターネットの場合
　　　　　　　      学術集会専用ホームページよりお申し込みできます。
　　　　　　　      ②FAXの場合
　　　　　　　      パンフレット「第43回日本精神科看護学術集会（愛知県）ご案内」の
　　　　　　　      参加申込書に必要事項を記入し、東武トップツアーズ（株） 名古屋支店へ送信ください。
　　　　　　　      参加申込書は学術集会専用ホームページからもダウンロードできます。

お申し込み先   　 東武トップツアーズ（株） 名古屋支店（担当： 木田・福嶋）
　　　　　　　　  TEL: 052-232-1091   FAX: 052-232-1968
　　　　　　　　 〒460-0002  名古屋市中区丸の内 2丁目18-25  丸の内KSビル 11階 

　　　　　　　　  託児室設置（要予約・有料）  ※お申し込みに関する詳細は東武トップツアーズまで

詳細は専用
ホームページで
主要プログラムの具体的
な内容やその他たくさん
の企画、アクセスマップ
を含む基本情報など、日
本精神科看護学術集会専
用ホームページで詳しく
紹介しています。www.jpna-gakujutsu.jp

事前申込受付
平成 30年
3/ 1（木）～
5/15（火）

日精看は、関東地方の精神科看護者の研究会から全国組織へと
発展していった。そこには、日精看を結成する「切実な思い」が
あったはずだが、その思いとは何か。そして、それは「継承」さ
れているのだろうか。時代は移り変わり、われわれは、どのよう
な「切実な思い」をもって日精看を存続させようとしているのか。
日精看は実践共同体として、精神科看護独自の「専門的知識と
技術」の集積と、全国の精神科看護者への普及をどう実現する
かが問われている。それは、どのように「創造する看護」の基盤
を構築するかということだ。看護現場にこだわり、多くの精神科
看護者が参加してなされる学びの共同体の追求。その過程で組
み立てられた実践的精神科看護の知識の体系化、すなわち創造
的看護を夢想しながら、ほとんど手つかずのまま現在に至ってい
る。この思いの継承を次の世代に期待したい。

　　　　　　　　　　　　　　教育セミナーは、「情報活用と意思決定支援（仮）」  講師：宮川祥子（慶應義塾大学看護医療学部）、「激論！  看護の力で身体拘束を
回避する！！」  講師：嶋森好子（岩手医科大学看護学部）他。支部推薦演題（看護研究発表）と一般演題 A（実践報告、業務改善報告）をあわせて発表数は約300題。
全国の精神科看護の現場から実践や工夫が集まります。今年の管理者セミナーでは “一般病院から赴任してきた看護部長さん” が精神科病院での看護管理の苦
労や精神科看護の魅力を語ります。その他、精神保健医療福祉の動向や診療報酬改定に関する行政報告、参加者自らが企画運営する一般演題B（ワークショッ
プ・交流セミナー）、アール・ブリュット＆アート写真展、映画上映会『人生フルーツ』、ドキュメンタリー映画『あい～精神障害と向きあって～』、ランチョン
セミナーなど、今年も盛りだくさんのプログラムです。

第43回 日本精神科看護学術集会 in 愛知


